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本会議の模様を長崎ケーブルメディアやインターネットで生中継しています。
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令和5年12月定例会を次のとおり開催しました。

12月4日
本会議
（委員長報告、
　議案上程（委員会付託））

12月7・8・11日 本会議（市政一般質問）

12月12日 本会議（市政一般質問、
　追加議案上程（委員会付託））

12月13日 常任委員会
本会議（委員長報告）

12月14・15・18日 常任委員会

12月19日 特別委員会

12月21日 本会議（委員長報告等）

一般会計補正予算（第9・10・11号）を可決
<主　な　内　容>

◆物価高騰対策に係るもの
　○�電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金給付事
業費

　　・�特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯等に対
して１世帯当たり７万円の給付金を支給

　○物価高騰対策学用品費臨時特別給付金
　　・�学齢期の児童生徒がいる世帯に対し、家計における

学用品費を支援するための給付金を支給
　　　小学生一人当たり5,500円
　　　中学生一人当たり11,000円
◆施策の推進に係るもの
　○長崎ランタンフェスティバル事業共催費負担金
　　・�皇帝パレード（特別版）の実施に当たり、

来訪者の安全確保のための警備費等の増額

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

	

本
市
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
現

状
や
早
期
発
見
の
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

�

本
市
に
お
け
る
調
査
で
は
、
令
和
4
年

度
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
小
学
校
で
358
人
、

中
学
校
で
610
人
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
中

学
校
で
は
107
人
の
生
徒
が
相
談
な
ど
の
支
援

を
全
く
受
け
て
い
な
い
と
の
結
果
で
あ
っ
た
。

早
期
発
見
の
手
だ
て
と
し
て
は
、
各
小
中
学

校
に
対
し
、
毎
月
、
長
期
欠
席
等
の
調
査
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
連
続
し
て
3
日
欠
席

し
た
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
理
由
を
問
わ
ず

校
内
で
不
登
校
の
要
因
が
な
い
か
協
議
す
る

こ
と
、
連
続
し
て
5
日
欠
席
し
た
場
合
は
家

庭
訪
問
を
行
う
な
ど
、
早
期
対
応
を
行
う
よ

う
指
導
し
て
い
る
。

　

今
後
も
早
期
発

見
・
早
期
対
応
に
努

め
る
と
と
も
に
、
校

内
学
び
の
支
援
セ
ン

タ
ー
の
充
実
な
ど
不

登
校
児
童
生
徒
の
多
様
な
学
び
の
場
の
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
。

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

問答

	

事
業
化
に
は
、
整
備
効
果
を
高
め
る
た
め

の
企
業
立
地
等
の
地
域
振
興
策
と
、
幹
線
道
路

の
整
備
促
進
に
係
る
協
議
会
か
ら
の
要
望
が
必

要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

同
路
線
に
つ
い
て
は
、
現
在
事
業
中
の

路
線
に
続
く
候
補
路
線
と
し
て
、
市
単
独
で

長
崎
県
長
崎
振
興
局
に
早
期
検
討
を
要
望
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
振
興
策
と
し
て
は
、

企
業
立
地
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
、
茂

木
地
区
を
含
む
市
内
全
域
を
対
象
に
、
企
業

立
地
用
地
と
し
て
整
備
の
可
能
性
が
あ
る
土

地
な
ど
の
検
討
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道
路

の
整
備
促
進
を
目
的
と
す
る
4
つ
の
協
議
会

を
設
置
し
、
一
般
国
道
499
号
な
ど
の
路
線
の

早
期
完
成
に
向
け
、
国
や
県
な
ど
に
要
望
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
茂
木
バ
イ
パ
ス
を
要
望

項
目
に
取
り
上
げ
る
に
は
新
た
な
協
議
会
の

設
置
が
必
要
と
考
え
る
た
め
、
進
捗
中
の
他

の
幹
線
道
路
の
整
備
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
早

く
設
置
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
。

(

仮
称)

茂
木
バ
イ
パ
ス
の
早
期
事
業
着
手

問答

新
出
島
ク
ラ
ブ

山や
ま
ぐ
ち口

ま
さ
よ
し

自
民
創
生

竹た
け
だ田　

雄ゆ
う
す
け亮

▶ 議決結果（詳細はP ８、10）
・市長提出議案� 決算認定� 15件
� 原案可決� 36件
� 人事案件同意� 2件
� 諮問異議ない旨答申� 1件
� 専決処分の報告� 5件

詳しくは、
ホームページでご覧になれます。

一 般 質 問 質問した順番で掲載しています。
各議員名の下にあるQRコード※から質問の映像をご覧になれます。

一
般
質
問

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

議
決
結
果

令
和
４
年
度
決
算
の

主
な
審
査
内
容

令
和
４
年
度
決
算

議
決
結
果

令
和
５
年
の

長
崎
市
議
会

議
会
の
動
き
、

人
事
、
陳
情
等

概
要

一
般
質
問
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8
月
に
文
部
科
学
大
臣
か
ら
、
学
校
の

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
、「
学
校
・
教
育
委

員
会
は
、
で
き
る
こ
と
は
直
ち
に
実
行
を
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ

を
受
け
た
本
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

�

こ
れ
ま
で
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
や
留
守
番
電
話
の
設
置
、
給
食
費
の

公
会
計
化
な
ど
に
よ
り
教
職
員
の
業
務
を
縮

減
し
、
各
学
校
に
お
い
て
は
、
学
校
行
事
の

精
選
や
組
織
の
改
編
、
地
域
や
家
庭
と
の
連

携
に
よ
る
業
務
分
担
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
独
自
に

特
別
支
援
教
育
支
援
員
や
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー

等
を
必
要
に
応
じ
配
置
し
て
き
た
。
こ
れ
ら

の
取
組
に
よ
り
、

超
過
勤
務
が
減

少
し
、
一
定
の

成
果
が
出
て
い

る
と
考
え
て
い

る
。

　
今
後
も
更
な
る
業
務
の
縮
減
、
人
材
確
保

に
努
め
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
教
職
員
の
働

き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革

問答

	

商
店
街
や
各
業
界
団
体
が
行
う
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
等
の
発
行
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
る
が
、
事
業
効
果
の
検
証
と
来
年

度
以
降
の
展
望
を
伺
い
た
い
。

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
失
わ
れ
た
消
費
を
復
活
さ
せ
る
た
め
、
令

和
2
年
度
か
ら
４
年
度
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
の
発
行
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
て

き
た
。
令
和
5
年
度
に
は
、
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
に
よ
る
消
費
者
の
生
活
支
援
を
目
的

に
、
大
規
模
小
売
店
舗
を
新
た
に
補
助
対
象

者
に
加
え
、
32
団
体
に
約
6
億
円
の
支
援
を

行
い
、
商
品
券
の
発
行
総
額
は
約
25
億
円
と

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
域
内
で
の
消
費
喚
起
、

地
場
事
業
者
の
売
上
増

加
を
通
じ
て
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
財
源
と
な
る

国
の
経
済
対
策
に
係
る
交
付
金
の
状
況
に
応

じ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
効
果
検
証

及
び
今
後
の
展
望

問答

市
民
ク
ラ
ブ

池い
け
だ田　

章あ
き
こ子

公
明
党

山や
ま

本も
と　

信の
ぶ

幸ゆ
き

	

後
継
者
不
在
の
た
め
、
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
を

は
じ
め
と
す
る
ま
ち
中
華
の
店
が
閉
店
し
、

ま
ち
の
魅
力
が
減
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

事
業
承
継
で
単
に
仕
事
を
引
き
継
ぐ
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
を
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
市
は
ど
の
よ
う

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

�

事
業
承
継
に
お
い
て
は
、
多
く
の
事
業

者
が
い
ず
れ
事
業
承
継
を
行
う
必
要
が
あ
る

も
の
の
、
そ
の
準
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
本
市
で
は
、
事
業
承
継
を
検
討
す

る
経
営
者
が
早
期
に
準
備
に
取
り
か
か
る

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
承
継
の
計
画
を
進

め
る
上
で
必
要
な
費
用
負
担
に
対
す
る
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
庁
が
設

置
す
る
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
た
円
滑
な
支
援
に
努
め
て
お
り
、

今
後
も
地
域
経
済
を
支
え
る
市
内
中
小
企
業

の
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
、
雇
用
の
喪
失
を
防
ぐ

た
め
の
対

策
に
努
め

て
い
き
た

い
。 「

長
崎
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
」
後
継
者
支
援

問答

	

中
長
期
的
な
視
点
で
の
保
存
、
活
用
の

在
り
方
を
検
討
す
べ
き
時
期
を
迎
え
て
い
る

と
考
え
る
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

�

グ
ラ
バ
ー
園
内
の
主
な
建
物
の
う
ち
国

指
定
重
要
文
化
財
の
3
邸
は
建
物
の
歴
史
的

な
役
割
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
洋
風

建
造
物
6
邸
は
各
邸
の
由
来
な
ど
に
基
づ
き

建
物
内
を
活
用
す
る
方
針
と
し
て
お
り
、
順

次
、
耐
震
・
保
存
修
理
工
事
を
行
い
、
令
和

11
年
度
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
活
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
4
年
度
の
指
定

管
理
者
の
公
募
時
に
建
物
の
活
用
案
の
提
案

を
受
け
、
喫
茶
室
や
企
画
展
示
室
、
市
民
や

地
域
活
動
の
拠
点
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。

　
グ
ラ
バ
ー
園
内
の
建
物
を
含
む
山
手
地
区

の
洋
館
の
さ
ら
な
る
活
用

は
、
地
域
の
活
性
化
等
に

寄
与
す
る
と
考
え
る
た
め
、

今
後
も
、
指
定
管
理
者
や

地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

開
園
50
周
年
を
迎
え
る
グ
ラ
バ
ー
園

の
在
り
方

問答

な
が
さ
き
ミ
ラ
イ

平た
い
ら　

た
け
し

自
民
創
生

梅う
め
も
と元　

建け
ん
じ治

概
要

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

議
決
結
果

令
和
４
年
度
決
算
の

主
な
審
査
内
容

令
和
４
年
度
決
算

議
決
結
果

令
和
５
年
の

長
崎
市
議
会

議
会
の
動
き
、

人
事
、
陳
情
等

一
般
質
問
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犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
す
た
め
に
は
、

殺
処
分
が
多
い
離
乳
前
の
子
猫
を
自
宅
等
で

一
時
的
に
預
か
り
、
離
乳
す
る
ま
で
の
間
、

飼
育
し
、
譲
渡
に
つ
な
げ
る
ミ
ル
ク
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
取
組
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

本
市
に
お
い
て
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

い
た
い
。

�

ミ
ル
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、

実
施
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
段
階
で

あ
り
、
活
動
を
行
う
上
で
必
要
な
粉
ミ
ル
ク

や
哺
乳
瓶
等
の
消
耗
品
費
を
は
じ
め
、
ウ
イ

ル
ス
検
査
な
ど
の
医
療
費
等
の
経
費
に
つ
い

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
寄
附
金
を

充
て
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
、
関
係
課
と
協
議

を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

来
年
度
の
実
施
に
向

け
、
動
物
愛
護
団
体
と

も
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

ミ
ル
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
組

問答

	

都
市
部
に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の

人
材
不
足
等
を
背
景
に
国
会
に
お
い
て
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
（
一
般
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
家
用

車
を
使
っ
て
有
償
で
乗
客
を
運
ぶ
サ
ー
ビ

ス
）
の
合
法
化
に
向
け
た
動
き
が
あ
る
が
、

本
市
で
展
開
さ
れ
れ
ば
タ
ク
シ
ー
事
業
や
地

域
公
共
交
通
が
存
続
の
危
機
に
陥
る
可
能
性

が
あ
る
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

�

本
市
に
お
い
て
は
、
現
在
、
タ
ク
シ
ー

の
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
極
端
に
逼
迫
し
て
い
る

状
況
で
は
な
く
、
仮
に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
解

禁
さ
れ
た
場
合
、
市
民
の
移
動
手
段
の
選
択

肢
が
増
え
る
一
方
で
、
既
存
の
交
通
事
業
者

へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
は
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
自
体
の
存
続

に
も
影
響
を
及
ぼ

し
、
か
え
っ
て
利

用
者
に
と
っ
て
不

便
と
な
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
慎
重
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁
に
対
す
る
見
解

問答

新
出
島
ク
ラ
ブ

阿あ

べ部
の
ぞ
み

市
民
ク
ラ
ブ

野の
ぐ
ち口　

達た
つ
や也

	

本
市
に
お
け
る
有
害
鳥
獣
被
害
の
状
況

と
対
策
の
取
組
状
況
を
伺
い
た
い
。

�

本
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
の
被
害
相
談
が

年
間
千
件
以
上
あ
り
、
そ
の
7
割
程
度
が
生

活
環
境
被
害
関
連
と
な
っ
て
い
る
。

　
対
策
と
し
て
、
令
和
4
年
度
に
は
、
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
自
治
会
等
へ
の
貸
与
及

び
一
部
設
置
支
援
を
行
っ
た
ほ
か
、
有
害
鳥

獣
対
策
協
議
会
及
び
地
域
の
捕
獲
隊
に
よ
り

4,340
頭
の
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
な
対
策
と
し
て
、
令
和
2
年

度
か
ら
、
ビ
ワ
産
地
の
カ
ラ
ス
等
を
音
や
光

で
追
い
払
う
機
器
等
の
導
入
支
援
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
令
和
4
年
度
に
は
、
長
崎
市

提
案
型
協
働
事
業
を
活
用
し
、
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
カ
ラ
ス
の
追
い
払
い
や
捕
獲
の
た
め
の

お
び
き
寄
せ
の
有
効
性
の
検
証
を
行
っ
た
。

　

今
後
も
関
係
機
関

及
び
自
治
会
な
ど
と

連
携
し
、
被
害
の
低

減
に
取
り
組
み
た
い
。

有
害
鳥
獣
対
策

問答

	

現
在
、
県
が
本
市
と
佐
世
保
市
に
児
童

相
談
所
を
設
置
し
て
い
る
が
、
市
独
自
に
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

�

平
成
16
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り

中
核
市
に
お
い
て
も
児
童
相
談
所
を
設
置
で

き
る
が
、
設
置
に
は
、
児
童
虐
待
に
対
応
で
き

る
専
門
的
人
材
の
育
成
・
確
保
や
財
源
の
確

保
等
の
大
き
な
課
題
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
市
で
は
、
児
童
虐
待
等
の
総
合
的
な
対

応
を
行
う
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」

と
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
う
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
一
体
的
な
組
織
と
し
て
改
編

し
、
誰
一
人
見
逃
さ
な
い
相
談
支
援
体
制
と

迅
速
か
つ
専
門
的
に
対
応
で
き
る
体
制
の
充

実
を
図
り
、
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
、
早
期

発
見
、
早
期
対
応
に
努
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、令
和
6
年
4
月
設
置
予
定
の
「
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
に
お

い
て
も
、
児
童
相
談
所
と
よ

り
一
層
の
連
携
を
深
め
つ
つ
、

児
童
虐
待
防
止
対
策
に
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

市
独
自
の
児
童
相
談
所
の
設
置

問答

自
民
創
生

山や
ま
さ
き﨑　

　
猛た

け
し

市
民
ク
ラ
ブ

山や
ま
た
に谷

よ
し
ひ
ろ

概
要

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

議
決
結
果

令
和
４
年
度
決
算
の

主
な
審
査
内
容

令
和
４
年
度
決
算

議
決
結
果

令
和
５
年
の

長
崎
市
議
会

議
会
の
動
き
、

人
事
、
陳
情
等

一
般
質
問
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駅
舎
南
側
の
旭
大
橋
側
道
を
渡
る
横
断

歩
道
は
、
歩
行
者
と
車
に
よ
る
接
触
事
故
や

歩
行
者
待
ち
に
よ
る
交
通
阻
害
の
リ
ス
ク
が

あ
る
た
め
、
信
号
機
の
設
置
や
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
（
高
架
型
の
歩
道
）
の
導
入
な

ど
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
見

解
を
伺
い
た
い
。

�

信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
県
及
び

県
警
な
ど
関
係
者
と
の
協
議
に
お
い
て
、
隣

接
す
る
信
号
交
差
点
と
の
距
離
が
短
く
、
車

両
の
滞
留
区
間
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
等
に

よ
り
、
設
置
は
で
き
な
い
と
の
結
論
が
出
さ

れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
に
つ

い
て
は
、
元
船
方
面
へ
向
か
う
歩
行
者
の
迂

回
と
信
号
待
ち
の
解
消
に
加
え
、
車
と
歩
行

者
の
分
離
が
図
ら

れ
る
こ
と
で
安
全

で
円
滑
な
交
通
の

確
保
に
寄
与
す
る

と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
そ
の
具
体
化
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

長
崎
駅
周
辺
の
交
通
対
策

問答

	

子
ど
も
の
保
険
診
療
に
係
る
自
己
負
担

額
を
一
部
助
成
す
る
子
ど
も
福
祉
医
療
費
の

高
校
生
世
代
へ
の
支
給
方
法
が
、
病
院
窓
口

で
一
旦
自
己
負
担
額
の
全
額
を
支
払
い
、
後

日
市
に
請
求
す
る
償
還
払
い
と
な
っ
て
い
る

が
、
中
学
生
以
下
と
同
様
に
請
求
手
続
が
不

要
な
現
物
給
付
の
方
法
に
見
直
す
考
え
は
な

い
か
。

�

高
校
生
世
代
に
つ
い
て
は
、
令
和
5
年

度
に
県
の
制
度
と
し
て
償
還
払
い
で
の
助
成

制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お

い
て
も
償
還
払
い
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
、

償
還
払
い
の
制
度
に
つ
い
て
は
3
年
間
試
行

的
に
実
施
し
、
検
証
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
市
民
の
利
便
性
、
負

担
軽
減
の
た
め
に
は
現
物
給
付
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

検
証
の
際
に
は
県
に
要
望

す
る
と
と
も
に
、
市
に
お

い
て
も
導
入
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
国
に
よ
る
制
度

創
設
に
つ
い
て
も
強
く
要
望
し
て
い
く
。

子
ど
も
福
祉
医
療
費
の
高
校
生
世
代

へ
の
支
給
の
在
り
方

問答

自
民
創
生

澤さ
わ
せ㔟

み
ず
き

公
明
党

永な
が
お尾　

春は
る
ふ
み文

	

令
和
5
年
9
月
議
会
で
、
南
部
地
域
に

お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
水
泳
環
境
の
整
備
を

求
め
る
陳
情
が
出
さ
れ
た
が
、
12
月
末
の
閉

館
を
控
え
、
ど
う
進
展
し
て
い
る
の
か
。

�

市
内
の
複
数
の
民
間
や
市
営
プ
ー
ル
の

管
理
者
と
協
議
等
を
行
い
、
送
迎
バ
ス
の
運

行
は
他
の
地
域
と
の
公
平
性
の
観
点
な
ど
か

ら
困
難
な
面
が
あ
る
が
、
水
泳
教
室
等
へ
の

子
ど
も
の
受
入
れ
は
若
干
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
陳
情
者
へ
伝
え
る
と
と
も
に
、
他
の

プ
ー
ル
の
案
内
チ
ラ
シ
を
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
、
利
用
者
へ
の
情
報

提
供
も
行
っ
た
。

　
ま
た
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は

近
隣
の
小
中
5
校
の
水
泳
授
業

を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
来
年

度
は
、
必
要
に
応
じ
て
修
繕
を

行
っ
た
自
校
プ
ー
ル
の
使
用
、

ま
た
は
近
隣
の
学
校
を
共
同
利

用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
後
も
可
能
な
範
囲
で
、
利
用
者
に
寄
り

添
っ
た
対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
。

江
川
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

閉
館
に
伴
う
対
応

問答

	

市
指
定
有
形
文
化
財
の
中
島
川
阿
弥
陀

橋
に
つ
い
て
は
、
長
崎
大
水
害
後
の
災
害
復

旧
事
業
に
伴
い
、
早
期
に
復
元
す
る
こ
と
を

条
件
に
解
体
さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
復
元
さ
れ

ず
、
石
材
は
市
有
地
に
て
保
管
さ
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
令
和
4
年
6
月
議
会
に
お
い

て
復
元
場
所
の
再
検
討
を
行
う
旨
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
を
伺
い
た
い
。

�

令
和
4
年
10
月
に
文
化
財
審
議
会
を
開

催
し
、
改
め
て
復
元
の
可
能
性
を
検
討
す
る

た
め
、
当
時
復
元
場
所
と
し
て
望
ま
し
い
と

さ
れ
た
中
島
川
水
系
以
外
の
場
所
も
含
め
て

新
た
な
発
想
で
の
考
え
方
が
で
き
な
い
か
意

見
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
復
元
の
可
能
性
を
高

め
る
た
め
、
広
く
検
討
し
て
よ
い
の
で
は
と

の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

今
後
は
、
中
島
川

水
系
以
外
も
視
野

に
、
改
め
て
関
係

部
局
へ
の
照
会
等

を
行
い
、
復
元
場

所
に
つ
い
て
再
検

討
を
進
め
て
い
く
。

阿
弥
陀
橋
の
復
元

問答

日
本
共
産
党

大お
お
い
し石

ふ
み
き

市
民
ク
ラ
ブ

木き
も
り森　

俊と
し
や也

概
要

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

議
決
結
果

令
和
４
年
度
決
算
の

主
な
審
査
内
容

令
和
４
年
度
決
算

議
決
結
果

令
和
５
年
の

長
崎
市
議
会

議
会
の
動
き
、

人
事
、
陳
情
等

一
般
質
問
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政
府
は
令
和
6
年
以
降
に
、「
育
成
就

労
制
度
」
を
実
施
す
る
方
針
で
あ
る
が
、
本

市
に
外
国
人
材
を
受
け
入
れ
、
新
た
な
担
い

手
と
し
て
定
着
で
き
る
よ
う
な
取
組
及
び
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

�

国
や
県
が
行
う
翻
訳
機
器
導
入
や
社
内

標
識
設
置
に
対
す
る
支
援
等
に
つ
い
て
地
元

企
業
に
周
知
を
行
う
ほ
か
、
産
学
官
一
体
で
設

立
し
た
長
崎
留
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
企
業

向
け
の
留
学
生
人
材
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
な
ど
の
就
職
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
多
文
化
共

生
社
会
の
実
現
に
向

け
、
外
国
人
転
入
者

に
向
け
た
行
政
手
続

き
等
を
4
か
国
語
で
記
載
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
配
付
、
行
政
窓
口
で
の
通
訳
サ
ポ
ー
ト
、

日
常
生
活
に
必
要
な
日
本
語
講
座
や
市
民
の

国
際
理
解
を
深
め
る
講
座
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

県
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
取
組
を
進
め
て

い
き
た
い
。

外
国
人
材
の
受
入
れ
と
多
文
化
共
生

社
会
の
実
現

問答

	

愛
宕
団
地
公
民
館
は
県
有
地
を
市
が
無

償
で
借
り
受
け
、
そ
の
土
地
に
自
治
会
が
公

民
館
を
建
て
て
い
る
が
、
県
か
ら
市
へ
令
和

６
年
３
月
末
で
契
約
を
満
了
す
る
旨
の
文
書

が
送
付
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
の
解

決
に
向
け
て
の
具
体
策
を
伺
い
た
い
。

�
自
治
会
公
民
館
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
核
と
な
る
自
治
会
の
活
動
拠
点
で
あ
り
、

県
か
ら
市
の
事
業
に
つ
い
て
理
解
い
た
だ
き
、

県
有
地
を
借
り
受
け
て
い
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
一
方
で
、
市
も
県
の
事
業
に
協
力
す

る
た
め
、
複
数
の
市
有
地
を
県
に
無
償
で
貸

し
付
け
て
い
る
状
況
も
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

事
業
の
推
進
と
、
市
と
県
相
互
の
事
業
連
携

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
点
を
理
解
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
住
民
の
方
々
の
不
安
も
解
消
す

る
た
め
、
改
め
て
県
に
対
し
、
早
期
に
従
前

の
と
お
り
の
貸
付

け
の
取
扱
い
を
継

続
し
て
い
た
だ
く

よ
う
要
望
し
て
い

き
た
い
。

愛
宕
団
地
公
民
館
の
存
続

問答

	

市
長
の
海
外
出
張
に
当
た
っ
て
は
、
航

空
機
で
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
を
利
用
し
て
お
り
、

同
行
し
た
一
般
職
員
と
旅
費
に
大
き
な
差
が

あ
る
が
、
無
駄
遣
い
で
は
な
い
か
。

�

市
長
就
任
後
、
核
兵
器
禁
止
条
約
第
２

回
締
約
国
会
議
へ
の
出
席
等
に
伴
い
、
海
外

へ
の
出
張
を
行
っ
て
い
る
。
市
長
の
海
外
出

張
時
の
航
空
運
賃
の
等
級
に
つ
い
て
は
、
国

家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
に
準
じ

て
決
定
し
て
お
り
、
現
地
到
着
後
速
や
か
に
、

市
を
代
表
し
て
公
務
に
当
た
る
こ
と
、
ま
た
、

帰
路
に
あ
っ
て
も
、
到
着
後
速
や
か
に
公
務

に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
長
時
間
の
移
動
に

あ
っ
て
は
、
睡
眠
の
確
保
や
公
務
の
準
備
等

を
行
う
環
境
を
確
保

し
、
公
務
の
遂
行
に

万
全
を
期
す
る
た
め
、

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
を

利
用
し
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
出
張
中
及
び
出
張
前

後
の
公
務
の
日
程
な
ど
を
踏
ま
え
、
円
滑
な

公
務
執
行
を
第
一
に
、
総
合
的
に
必
要
性
を

判
断
し
て
い
き
た
い
。

海
外
出
張
の
旅
費
の
考
え
方

問答

	

病
気
に
な
っ
た
子
ど
も
を
一
時
的
に
保

育
す
る
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
の
拡
充
に

向
け
た
医
療
機
関
や
保
育
施
設
と
の
調
整
状

況
を
伺
い
た
い
。

�

市
医
師
会
に
相
談
し
、
小
児
科
医
に
対

す
る
事
業
参
加
の
意
向
調
査
を
行
っ
た
が
、

参
加
意
向
は
な
く
、
長
崎
み
な
と
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
と
も
事
業
実
施
の
可
能
性
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
た
が
、
人
材
確
保
の
面
な

ど
か
ら
現
時
点
で
の
実
施
は
難
し
い
状
況
で

あ
っ
た
。
一
方
で
、
既
存
の
保
育
施
設
で
の

実
施
検
討
の
た
め
、
保
育
関
係
団
体
等
の
協

力
の
も
と
意
向
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
実

施
を
希
望
す
る
施
設
が
複
数
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
現
在
は
、
施
設
に
お
け
る
医
療
機
関
と

の
連
携
方
法
や
、
職
員
の
配
置
及
び
設
備
等

の
基
準
等
に
つ
い
て
、
確
認
や
協
議
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
今
後
も
、
早
急
に
拡

充
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
の
減
少
に

伴
う
対
応

問答

公
明
党

林は
や
し　

　
広ひ

ろ
ふ
み文

自
民
創
生

浅あ
さ
だ田　

真し
ん
ご五

な
が
さ
き
次
世
代
の
党

梅う
め
も
と本

け
い
す
け

な
が
さ
き
ミ
ラ
イ

高た
か
は
し橋　

佳け
い
こ子
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果
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会

議
会
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き
、
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事
、
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問
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　都市計画道路銅座町松が枝町線の銅座工区におい
て、権利者との協議が進捗したため、土地開発基金
を活用した事業用地の先行取得に係る補正予算が計
上されました。
　委員会では、用地買収の進捗状況と取得率の算出
に係る考え方、同工区が完成するまでの間、買収済
みとなっている用地をまちなかのにぎわいを創出す

るために活用する考え
について質すなど内容
検討の結果、異議なく原
案を可決しました。

建設水道委員会 令和５年度土地取得特別会計補正予算（第１号）を可決

　第177号議案「公の施設の指定管理者の指定につい
て」は、地域コミュニティの拠点施設である手熊地
区ふれあいセンターの管理を行う指定管理者につい
て、非公募により選定した手熊地区ふれあいセンター
運営委員会を指定管理者として指定しようとするも
のです。

　委員会では、指定管理委
託料の見込額の妥当性など
について質すなど、内容検
討の結果、異議なく原案を
可決しました。

総		務		委		員		会 手熊地区ふれあいセンターの指定管理者の指定に係る議案を可決

▲手熊地区ふれあいセンター

　民生費において、老人憩の家「香焼ひまわり」の
維持管理経費は市と社会福祉協議会がそれぞれ負担
していましたが、同施設の１階で、社会福祉協議会
が行っていた老人デイサービス事業が令和５年12月
末で終了することに伴い、社会福祉協議会からの負
担金がなくなるため、市の負担分を増額するための
老人福祉センター・老人憩の家運営費などが計上さ
れました。
　委員会では、同施設で社会福祉協議会が行ってい
た老人デイサービス事業が終了することとなった理

由について質すなど、慎重に審査しました。
　その結果、地域と協議を行い、次期指定管理者の
指定の際には、今後空きスペースとなる部分も活用
して、総合的に利用でき
るような提案を行って
ほしいとの要望を付し
た賛成意見が出され、異
議なく原案を可決しま
した。

教育厚生委員会 老人福祉センター・老人憩の家運営費など、令和５年度一般会計補正予算（第９号）を可決

▲老人憩の家「香焼ひまわり」

　衛生費において、新東工場整備工事の発注時点で
は確認されなかった中硬岩が造成工事を進める中で
確認されたことに伴い、建設費の増額と工期延長に
係る債務負担行為及び繰越明許費が計上されました。
　委員会では、過去にも同様の事例が発生している
にもかかわらず今回の事態に至った要因、工期延長
に伴う騒音についての地域住民への説明状況、事業
の財源となっている国庫支出金の内示の見通し、再
発防止に向けて部局横断的に取り組むための仕組み
づくりについて質すなど、慎重に審査しました。
　その結果、今回の責任の重さを忘れることなく、

予算策定前から庁内協議の頻度を増やし、調査精度
を上げ、チェック体制の確立など、さらに強い意識
を持って事業執行に努めてほしい、今後、予定され
ている完成時期を目標に工事の推進を図り、地域や
議会に対して進捗状況
を丁寧に説明してほし
いなどの要望を付した
賛成意見が出され、異
議なく原案を可決しま
した。

環境経済委員会 新東工場建設事業費など、令和５年度一般会計補正予算（第９号）を可決

▲現地調査の様子

▲観光通電停付近完成イメージ図

概
要

一
般
質
問

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

議
決
結
果

令
和
４
年
度
決
算
の

主
な
審
査
内
容

令
和
４
年
度
決
算

議
決
結
果

令
和
５
年
の

長
崎
市
議
会

議
会
の
動
き
、

人
事
、
陳
情
等

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容
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� 議決結果 ※賛成者は「〇」、反対者は「×」、欠席者は「欠」、除斥者は「除」、退席者は「-」と表記しています。
※議長は表決に加わらないため、「/」表記としています。

議案
番号 議案名 議決

結果

自民創生 市民クラブ 公明党 新出島
クラブ

ながさき
ミライ

ながさき
次世代の

党
日本

共産党

明政クラブ
相
川
　
和
彦

浅
田
　
真
五

岩
永
　
敏
博

梅
元
　
建
治

柿
田
　
　
正

澤
㔟
み
ず
き

竹
田
　
雄
亮

深
堀
　
義
昭

山
﨑
　
　
猛

山
下
　
巌
記

吉
原
　
　
孝

池
田
　
章
子

五
輪
　
清
隆

井
上
　
重
久

梅
原
　
和
喜

木
森
　
俊
也

中
里
　
泰
則

中
山
　
　
大

野
口
　
達
也

山
口
た
か
ゆ
き

山
谷
よ
し
ひ
ろ

永
尾
　
春
文

林
　
　
広
文

久
　
八
寸
志

福
澤
　
照
充

向
山
　
宗
子

山
本
　
信
幸

阿
部
の
ぞ
み

武
次
　
良
治

毎
熊
政
直（
議
長
）

山
口
ま
さ
よ
し

平
　
た
け
し

高
橋
　
佳
子

平
野
　
　
剛

森
き
ょ
う
へ
い

梅
本
け
い
す
け

都
留
や
す
と
し

大
石
ふ
み
き

中
西
　
敦
信

筒
井
　
正
興

156号 公平委員会の委員の選任について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

157号 固定資産評価審査委員会の委員の
選任について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

158号 令和５年度長崎市一般会計補正予
算（第９号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

159号 令和５年度長崎市国民健康保険事
業特別会計補正予算（第３号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

160号 令和５年度長崎市土地取得特別会
計補正予算（第１号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

161号 令和５年度長崎市介護保険事業特
別会計補正予算（第２号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

162号 令和５年度長崎市診療所事業特別
会計補正予算（第１号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

163号 長崎市女性自立支援施設の設備及
び運営に関する基準を定める条例

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

164号 長崎市事務分掌条例の一部を改正
する条例

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

165号
昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除及び
職員の賠償責任に基づく債務の免除に関す
る条例及び市長等の損害賠償責任の一部
免責に関する条例の一部を改正する条例

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

166号
一般職の職員の給与に関する条例
及び長崎市職員の育児休業等に関
する条例の一部を改正する条例

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

167号 長崎市立学校職員の給与、勤務時間、休日、
休暇等に関する条例の一部を改正する条例

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

168号 長崎市立老人福祉施設条例の一部
を改正する条例

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

169号 長崎市福祉医療費支給条例及び長崎
市営住宅条例の一部を改正する条例

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

170号 長崎市印鑑条例の一部を改正する
条例

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 欠 〇

171号 長崎市風致地区内における建築等の規
制に関する条例の一部を改正する条例

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

172号 長崎市水道事業及び公共下水道事業の設
置等に関する条例の一部を改正する条例

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

173号 地方独立行政法人長崎市立病院機
構第４期中期目標について

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

174号 財産の取得について（コンパクタ） 原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

175号 財産の取得について（消防ポンプ
自動車（水槽付））

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

176号 公の施設の指定管理者の指定について
（長崎市野母崎高浜海岸交流施設）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

177号 公の施設の指定管理者の指定について
（長崎市手熊地区ふれあいセンター）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

178号 市道路線の認定について（１件） 原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

179号
法律上市の義務に属する損害賠償の額の決
定及び和解について（稲佐山公園・長崎
ロープウェイの指定管理に係る損害賠償）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

180号
法律上市の義務に属する損害賠償の額
の決定及び和解について（市道弥生町
６号線の管理瑕疵に係る損害賠償）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

181号 令和５年度長崎市一般会計補正予
算（第10号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇

182号 令和５年度長崎市一般会計補正予
算（第11号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × － × × 〇

183号 令和５年度長崎市観光施設事業特
別会計補正予算（第１号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

184号 令和５年度長崎市国民健康保険事
業特別会計補正予算（第４号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

185号 令和５年度長崎市中央卸売市場事
業特別会計補正予算（第１号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

186号 令和５年度長崎市介護保険事業特
別会計補正予算（第３号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

187号 令和５年度長崎市診療所事業特別
会計補正予算（第２号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

188号 令和５年度長崎市後期高齢者医療
事業特別会計補正予算（第１号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

189号 令和５年度長崎市水道事業会計補
正予算（第３号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

190号 令和５年度長崎市下水道事業会計
補正予算（第２号）

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

191号 一般職の職員の給与に関する条例
等の一部を改正する条例

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × － × × 〇

192号 長崎市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

193号 長崎市手数料条例の一部を改正す
る条例

原案 
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮問 
１号

審査請求に係る諮問について（退職
手当支給制限処分に係る審査請求）

異議な
いもの
と答申

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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総務委員会
　各款にわたる給与費において、職員の休職や
早期退職の原因究明に向けた取組状況について
慎重に審査しました。
　次に、総務費において、自治会加入率が減少
していることから加入促進を図るための取組状
況、各総合事務所が地域別に行う事業に係る地
域振興費の予算配分の考え方、ブリックホール
の稼働率やその他の文化施設の利用状況などに
ついて慎重に審査しました。
　その結果、令和４年度の未収金となった稲佐
山公園の指定管理に係る納付金については、指
定管理者と行政との連携不足に起因していると
考えるため、全庁的に様々な取組を行ってほし
い、また、本件は、部局間での意思の疎通が図
られていないこと及び議会へ適切な報告や説明
がなされなかったことから、今後このようなこ
とがないよう全庁で共通の課題として捉え、ス
ピード感を持って行政運営を行ってほしいとの
要望を付した賛成意見が出され、異議なく本決
算を認定しました。

環境経済委員会
　衛生費において、ゼロカーボンシティ長崎の
実現に向けた再生可能エネルギーの利用促進に
係る市民への周知啓発の現状、公共施設への太
陽光発電設備の設置促進に向けた取組状況など
について慎重に審査しました。
　その結果、一部委員から、MICE推進費につ
いては、人口減少が進んでいる中で、交流拠点
施設の整備よりも、子育て支援の充実など、定
住人口対策として取り組むべき事業があること
から認められないとの反対意見が出されました。
一方、長崎市地球温暖化対策実行計画において
設定している市民による自発的な環境行動の推
進に係る野心的目標を達成するための仕組みを
再検討し構築してほしい、公共施設再生可能エ
ネルギー導入ポテンシャル調査委託について、
各部局や民間事業者と積極的に連携しながら、
あらゆる方向から可能性を探り、目標達成に向
けて推進していってほしいとの要望を付した賛
成意見が出され、採決の結果、賛成多数で本決
算を認定しました。

教育厚生委員会
　民生費において、ICカードによる高齢者交通
費助成方法の在り方や病児・病後児保育施設が
１施設閉鎖になったことによる影響と今後の対
応策などについて慎重に審査しました。
　その結果、一部委員から、学校給食センター
については、各学校の給食室で給食を作る自校
方式などを充実させる方向に舵を切るよう求め
る立場から認められないなどの反対意見が出さ
れました。一方、県外原爆・平和展を大学の学
園祭などで開催するなど、次世代の平和の後継
者づくりに取り組んでほしい、全天候型子ども
遊戯施設周辺において、一部の街路灯などに老
朽化が見受けられるため、早急に対応してほし
い、子育て支援は、本市にとっても重要な施策
であることから、その充実を図るため部局横断
し、全庁的に取り組んでほしい、無責任な餌や
りと捨て猫防止に向けた周知徹底や他都市の施
策を参考に殺処分ゼロに向けて取り組んでほし
いなどの要望を付した賛成意見が出され、採決
の結果、賛成多数で本決算を認定しました。

建設水道委員会
　土木費において、相続登記の義務化などの法
改正が今後の用地交渉に与える影響の見通し、
長崎スタジアムシティの完成を見据えた周辺街
路などの環境整備に対する考え方、ながさき住
みよ家リフォーム補助金で不用額が生じた理由
や令和６年度以降も補助を継続する見通し、ま
ちなか町家等活用助成制度における効果の検証
状況や課題に対する今後の取組などについて慎
重に審査しました。
　その結果、周辺地区の都市計画道路や車みち
整備などにおいては、年次的な計画をしっかり
と立てて事業を進めてほしい、市の施策によっ
て住宅コストの高騰が抑制されてきたと市民が
実感できるように令和６年度以降も施策を推進
してほしい、まちぶらプロジェクトにおける町
家について、長崎の歴史や雰囲気を生かしたま
ちづくりを加速させてほしい、本委員会で出さ
れた意見を踏まえ、各事業における優先度を十
分に精査し、効率的かつ効果的な事業執行に当
たってほしいとの要望を付した賛成意見が出さ
れ、異議なく本決算を認定しました。

　議会では毎年度、一般会計・特別会計などの各会計決算について、予算目的に沿って適切に執行されたかどうか
を審査します。本年度は、教育厚生、環境経済、建設水道委員会が10月27日、30日、31日（31日は教育厚生委員
会のみ）、総務委員会が11月６日、７日に決算審査を行いました。概
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� 令和 4年度決算の議決結果
議案
番号 議案名 議決

結果

自民創生 市民クラブ 公明党 新出島
クラブ

ながさき
ミライ

ながさき
次世代の

党
日本

共産党

明政クラブ
相
川
　
和
彦

浅
田
　
真
五

岩
永
　
敏
博

梅
元
　
建
治

柿
田
　
　
正

澤
㔟
み
ず
き

竹
田
　
雄
亮

深
堀
　
義
昭

山
﨑
　
　
猛

山
下
　
巌
記

吉
原
　
　
孝

池
田
　
章
子

五
輪
　
清
隆

井
上
　
重
久

梅
原
　
和
喜

木
森
　
俊
也

中
里
　
泰
則

中
山
　
　
大

野
口
　
達
也

山
口
た
か
ゆ
き

山
谷
よ
し
ひ
ろ

永
尾
　
春
文

林
　
　
広
文

久
　
八
寸
志

福
澤
　
照
充

向
山
　
宗
子

山
本
　
信
幸

阿
部
の
ぞ
み

武
次
　
良
治

毎
熊
政
直（
議
長
）

山
口
ま
さ
よ
し

平
　
た
け
し

高
橋
　
佳
子

平
野
　
　
剛

森
き
ょ
う
へ
い

梅
本
け
い
す
け

都
留
や
す
と
し

大
石
ふ
み
き

中
西
　
敦
信

筒
井
　
正
興

98号 令和４年度長崎市水道事業会計決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇
99号 令和４年度長崎市下水道事業会計決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇
143号 令和４年度長崎市一般会計歳入歳出決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇

144号 令和４年度長崎市観光施設事業特
別会計歳入歳出決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

145号 令和４年度長崎市国民健康保険事
業特別会計歳入歳出決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇

146号 令和４年度長崎市土地取得特別会
計歳入歳出決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

147号 令和４年度長崎市中央卸売市場事
業特別会計歳入歳出決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

148号 令和４年度長崎市駐車場事業特別
会計歳入歳出決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇

149号 令和４年度長崎市財産区特別会計
歳入歳出決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

150号 令和４年度長崎市母子父子寡婦福祉
資金貸付事業特別会計歳入歳出決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

151号 令和４年度長崎市介護保険事業特
別会計歳入歳出決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇

152号 令和４年度長崎市生活排水事業特別
会計歳入歳出決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

153号 令和４年度長崎市診療所事業特別
会計歳入歳出決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

154号 令和４年度長崎市後期高齢者医療
事業特別会計歳入歳出決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇

155号 令和４年度長崎市立病院機構病院
事業債管理特別会計歳入歳出決算 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × 〇

７月19日

７月25日

８月９日

９月１日

９月20日

９月22日

10月27日

12月４日

12月21日

〇全国市議会議長会特定第三種漁港協議会定期総会（会長　毎熊政
直議長）を静岡県焼津市で開催

〇全国水産都市三団体連絡協議会総会（会長　毎熊政直議長）を東京
都で開催

❽台風接近に伴い屋内開催となった平和祈念式典に市議会議員が出席

〇９月定例会開会（~20日）

〇９月定例会閉会
９月定例会では、市長提出議案55件、請願１件について、そ
れぞれ審議決定

〇サントス市姉妹都市提携50周年及びブラジル長崎県人会設立60
周年記念訪問団に副議長が参加（~29日）

〇令和４年度一般会計、各特別会計及び各公営企業会計に係る決算
　議案を審査　教育厚生委員会（10月27日・30日・31日）
　　　　　　　環境経済委員会、建設水道委員会（10月27日・30日）
　　　　　　　総務委員会（11月６日・７日）

〇12月定例会開会（~21日）
〇令和４年度長崎市一般会計歳入歳出決算など15件の決算議案に
ついてそれぞれ認定

〇12月定例会閉会
12月定例会では、市長提出議案59件について、それぞれ審議
決定

❻❻九州市議会議長会定期総会
　 （出島メッセ長崎）

❼❼原子爆弾被爆者援護対策に係る
　 厚生労働省への要望活動

❽❽平和祈念式典（出島メッセ長崎）
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１月４日

１月26日

２月20日

３月15日

４月23日

４月25日

５月11日

６月８日

６月20日

６月27日

６月28日

７月７日

７月10日

❶新庁舎開庁

❷議場の開場式を開催
〇１月臨時会開会
　〔市長提出議案４件について、それぞれ審議決定〕

〇２月定例会開会（～３月15日）
〇ゼロカーボンシティ長崎推進特別委員会、ポストコロナ経済対策
特別委員会、観光客誘致・受入対策特別委員会の調査終了に伴い、
各特別委員長が調査結果を本会議に報告

〇２月定例会閉会
２月定例会では、市長提出議案69件について、それぞれ審議
決定

〇長崎市議会議員一般選挙及び長崎市長選挙

❸議場で市議・市長の当選証書付与式を実施

〇５月臨時会（初議会）開会
❹選挙により、第59代長崎市議会議長に毎熊政直議員を選出
❺選挙により、第66代長崎市議会副議長に相川和彦議員を選出
〇常任委員会及び議会運営委員会の委員を選任
〇監査委員の選任に同意
　山本信幸議員、吉原　孝議員
〇長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の選出
　毎熊政直議員、澤㔟みずき議員、井上重久議員、福澤照充議員
　〔市長提出議案４件について、それぞれ審議決定〕

❻第98回九州市議会議長会定期総会（会長��毎熊政直議長）を開催

〇６月定例会開会（～７月７日）
〇永年勤続表彰：野口達也議員、五輪清隆議員（20年以上表彰）

〇長崎市議会スポーツ振興議員連盟（会長　野口達也議員）、
　九州新幹線西九州ルートフル規格整備促進議員連盟
　（会長　深堀義昭議員）、
　核兵器廃絶長崎市議会議員連盟（会長　五輪清隆議員）、
　長崎市議会観光振興議員連盟（会長　吉原　孝議員）を発足

〇子育て支援特別委員会、部活動の地域連携のあり方検討特別委員
会、長崎駅周辺交通対策特別委員会を設置

〇６月定例会閉会
６月定例会では、市長提出議案33件、議員提出議案３件、請
願２件について、それぞれ審議決定

　可決した２件の意見書を国会及び関係行政庁へ提出
　・�核兵器禁止条約の実効性を高めるための主導的役割を果たすこ
とを求める意見書

　・ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための意見書

❼長崎原子爆弾被爆者援護強化対策協議会の委員が「原子爆弾被爆
者援護対策」について、要望活動を実施（~11日）

❷❷議場の開場式

❸❸市議・市長の当選証書付与式

❹❹毎熊政直議長の就任挨拶

❺❺相川和彦副議長の就任挨拶

❶❶新庁舎開庁
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　特別委員会及び議会運営委員会の付託案件に係る調査事項について、次のとおり行政視察を行いました。

２月定例会の予定
2月21日（水） 本会議（招集日）
2月27日（火）〜29日（木）
3月	４日（月） 本会議（市政一般質問）（４日間）

3月	５日（火）〜	８日（金）
3月11日（月）〜13日（水） 常任委員会（７日間）

3月15日（金） 本会議（委員長報告等）

次号：令和６年５月１日発行予定

議会の動き
▶会派名称の変更（11月27日）
　「日本維新の会」から「ながさき次世代の党」に名称を変更しました。
▶議員研修（12月21日）
　長崎県立大学の副学長（情報担当）松崎なつめ教授を講師として
お招きし、「ソーシャルメディアの活用とトラブル防止」をテーマ
に研修を実施しました。

陳情
　委員会審査を行った陳情は、次のとおりです。
▶長崎市の予算執行と財政運営の信頼性向上に関する陳情
� （総務委員会）
▶｢長崎の子どもたちをいじめから守る活動」に関する陳情
� （教育厚生委員会）

その他
▶社会福祉法人等無報酬役員届出書の提出
　長崎市議会議員政治倫理条例に基づき、12月14日に山口たかゆ
き議員から届出書が提出されました。

	人事	
　次の人事案件について同意する
ことに決定しました。
▶公平委員会の委員
�　山口　大輔　氏（新任）
▶固定資産評価審査委員会の委員
　�有馬　一郎　氏（再任）
　�前田　利孝　氏（再任）
　�宮﨑　洋平　氏（再任）

　選挙管理委員会の委員及び補充
員について、指名推選の方法によ
る選挙を行い、次の方々を選出し
ました。なお、委員に欠員が生じ
た場合は、補充員の中から補欠さ
れます。
▶選挙管理委員会の委員
　�國弘　達夫　氏
　�奧村　修計　氏
　�西田　実伸　氏
　�岩田　純一　氏
▶選挙管理委員会の補充員
　�伊東　浩子　氏
　�堤　　勝彦　氏
　�藤田　　進　氏
　�山本　誠一　氏

※日程は変更となる場合があります。

委員会名 派遣委員 期間 調査都市等・主な項目

子育て支援特別委員会

林　　広文、梅本けいすけ
中西　敦信、向山　宗子

10月17日
～ 19日

練�馬�区：ひとり親家庭自立応援プロジェクト
横須賀市：子育てホットライン（24時間）
　　　　　横須賀版ネウボラ
静�岡�市：ちゃむしずおか
　　　　　（静岡市子ども・子育て支援SNS）

浅田　真五、井上　重久
岩永　敏博、高橋　佳子
竹田　雄亮

10月４日
～６日

福�生�市：就学前までの子育て支援の取組�
三�鷹�市：　　　　　　　〃
豊�橋�市：　　　　　　　〃

部活動の地域連携の
あり方検討特別委員会

木森　俊也、池田　章子
大石ふみき、都留やすとし
中山　　大、山下　巌記

10月16日
～ 18日

スポーツ庁：部活動の地域移行
リーフラス㈱：　　　〃
生�駒�市：　　　　　〃

森きょうへい、永尾　春文
久　八寸志、吉原　　孝

10月２日
～４日

長�岡�市：部活動の地域移行
佐�野�市：　　　　〃
白�岡�市：　　　　〃

長崎駅周辺交通対策
特別委員会

梅元　建治、澤㔟みずき
深堀　義昭、山口まさよし

10月２日
～４日

広�島�市：エディオンピースウイング広島
　　　　　建設及び広島駅周辺の再整備
広島電鉄㈱：広島電鉄
鹿児島市：駅周辺のまちづくり

山口たかゆき、梅原　和喜
筒井　正興、野口　達也
平野　　剛、山本　信幸

10月24日
～ 26日

金�沢�市：金沢駅周辺における渋滞対策
高�崎�市：高崎駅周辺における渋滞対策
　　　　　高崎駅東口再開発

議会運営委員会

山﨑　　猛、山谷よしひろ
柿田　　正、五輪　清隆
福澤　照充、武次　良治
平　たけし、毎熊　政直
相川　和彦

10月16日
～ 18日

宇都宮市：議会活性化に向けた取組
　　　　　議会制度検討会での取組
会津若松市：議会活性化に向けた取組
　　　　　予算決算の審査方法

※行政視察報告書は、長崎市議会ホームページでご覧になれます。
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